




























































































































































1904（明治 37）年 2 月に内外の初等教育の理論および実際について研究することを目的
として、東京高師附小内に初等教育研究会が設置された 17）。創立当初は修身・国語・地理
歴史・理科数学・唱歌・図画手工裁縫・体操の 7 部で構成（その後 1909（明治 42）年に 12

















































た。第 2 巻「教授細目二部」、第 3 巻「単級小学校教授細目」、第 5 巻「第二部教授細目」、
第 6 巻「第三部教授細目」などである。これらは「略案」という位置づけになっており 22）、
この後、同校での実践を重ねて修正を行い、特に国定教科書を使用する教科については、
理論上および実験上の研究を重ね、各題目の配列、教授の方法等について実地使用上の諸






育実践を行っており、国定教科書の全部を適用していなかった 25）。一方で、第 2 部は第 1
部とは根本的に性格を異にしており、文部省の教則大綱に基づき学級が編制されている。






















































































はなかつた結果」であり、「その第一着手として、まさに改正せられむとする読本研究法� � � � � に












































































第 1 回全国訓導協議会は 1913（大正 2）年 5 月 24 日から 28 日にかけて会期 5 日間で開
催された。1912（大正元）年 12 月初等教育研究会第 9 回冬期講習会の佐々木主幹の講話で
はじめて開催が告知され、その後 1〜3 月の『教育研究』誌上で会員募集の広告を掲載する。
全国の教育現場において実践を行う訓導の申し込み人数は 54 名で、そのうち師範学校附
属小学校訓導が 20 名、読方領域の発表を行った訓導についても 18 名のうち 11 名（表１を
参照）が師範附小訓導で、各地方の教育現場を主導する立場の教師が多数参加していた。











域ごとに第 1 部読方、第 2 部綴方材料、第 3 部綴方方法に分けられ、各部に分かれて各意
見を整理すべき部会に移った。各部会においては個別の会員報告で提出された問題を整理
し、4 日目の午後と 5 日目の総会の場で各部会の報告と討議が行われた。
（３）訓導協議会で示された課題─会員演説の題目
訓導協議会開催の第一の目的は、現場の実践経験に基づいた課題の共有である。こうし













































































































































































































































































２）西尾実は国語科教育の歩みを目的・材料・方法の面から問題史的観点から 3 期に区分した。第 1 期
（明治初年〜明治末年）は語学教育的教授法期、第 2 期（大正初年〜昭和 10 年頃）は文学教育的教











５）第 1 回冬期講習会は 1904（明治 37）年 12 月 25 日から会期 5 日間で開催された。参加者は 600 名
以上にのぼり、これ以降 1,000 名を上回る参加者を集めるようになる。開催の目的は「目下特に考定� � � � � �















学紀要（人文・社会科学）』第 46 巻第 1 号、1997、同「長野県下伊那手工図画研究会編『尋常小学




































39）佐々木吉三郎「閉会の辞」『教育研究臨時増刊 第 1 回全国小学校訓導協議会報告』1913.8、pp.7-9
40）訓導協議会における東京高師附小訓導（部員）の位置づけやコミュニケーションのありようについ
ては、第 2 回以降展開が見られ、部員の主導性が高まっていく。
41）『教育研究』第 19 号、1905.10、p.1
42）前掲『教育研究臨時増刊』p.51
43）前掲『教育研究臨時増刊』p.52。これは「第一部会報告案」であり、実際に配布されたものはこれに
多少の手が加えられている。配布物の掲載内容については総会での討議記録の中に個別の記載があ
るが、報告資料自体の記録は残っていない。
44）前掲『教育研究臨時増刊』pp.55-56
45）前掲『教育研究臨時増刊』p.61
46）掛川常三郎「読方教授に於ける篇の取扱に就いて」前掲『教育研究臨時増刊』pp.25-27
47）前掲『教育研究臨時増刊』p.62
48）外川純平「読方教授に於ける予習法は問題を見付くるに止むべきか解決まで行はしむべきか」前掲
『教育研究臨時増刊』pp.40-41
49）近藤仁一「言語教授の系統案を作るべし」前掲『教育研究臨時増刊』p.13
50）伊藤基胤「朗読法に就て」前掲『教育研究臨時増刊』pp.45-46
51）土方苑子「『文部省年報』就学率の再検討─学齢児童はどのくらいいたか」『教育学研究』第 54 巻第
4 号、1987、同『近代日本の学校と地域社会─村の子どもはどう生きたか』東京大学出版会、1994、
白松大史「就学行動の展開─1930 年代の位置」前掲書『日本の学校受容』
52）こうした教育言説形成の場の構造については、前掲大西論文（2011）において示したが、それぞれ
の領域間の関係については十分に検討できていない。
53）白石崇人「大日本教育会および帝国教育会に対する文部省諮問」前掲書『近代日本教育会史研究』
p.306, 310
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